
４年生「５つの作戦！」 

３年生「ありがとう友よ！」 

２年生「ド・レ・ミ」 

１年生「ありがとう６年生！」 

平成２９年３月２日 

四日市市立小山田小学校 

５年生「喜劇 浦島太郎」 

６年生「小山田国のシンデレラ」 

 ３月は、学年のまとめの月であり、別れの月でもあります。

 集団登下校、委員会活動、なかよしタイム、…などなど、１～５

年生は学校生活の多くの場面で６年生のお世話になってきました。

仲よく遊んでもらったり、困った時やけがをした時などに、優しく

接してもらったりした子もいるでしょう。そんな６年生と小学校で

過ごす時間も残りわずかとなりました。

今年度最後の土曜授業となった2月25日（土）、体育館に全校児
童が集まり、６年生を送る会を行いました。保護者の皆さまにも多

数ご参観いただきました。

 劇、歌、合奏、クイズ、ダンス、メッセージ、…どの学年の発表

もその学年らしさがよく出ていて、とてもすばらしかったです!! 
6年生に感謝の気持ちを伝え、楽しい時間を過ごしてもらおうと
考え、工夫して、一生けんめいに練習を重ねてきた成果がよく表れ

ていました。芸人を真似た小ネタにも会場は大爆笑でした。

大きな口を開けてお腹の底か

ら声を出す子、この日のために作

った小道具を身につけて大きな

動きで演技をする子、笑顔いっぱ

いでダンスをする子、…など、一

人一人が堂々と、そして生き生き

と演じていました。

 「楽しい!!」 見学席の6年生
もずっと笑顔でした。

 去年までは、送る側だった 6
年生が今年は送られる側の席で、

下級生の出し物を食い入るよう

に見つめていました。

 そして、最後は 6年生の出し物。シンデレラを含めた女性役を男
子が演じるなど、男女が反対の役になり切り、とても上手に演じて、

みんなを驚かせました。担任の吉村先生によると、自分たちで台本

を考えて、小道具を作り、お互いの演技について教え合いながら練

習を続けてきたそうです。

6 年生は、男女が仲よく協力することの素晴らしさ、自分たちで
考えて創り上げることの大切さを後輩に示してくれました。

 こうして、2 時間があっという間に感じるほど、楽しくて、心温
まる会がフィナーレを迎えました。

小山田っ子の一生けんめいさ、仲のよさ、縦のつながりの強さが

発揮されたすばらしい会でした。
 右の写真は、6年生から5年生
への「引き継ぎ式」の様子です。

5年生は、この6年生を送る会
を計画・準備し、見事にやりとげ

てくれました。

6年生が卒業した後は、小山田
っ子のよき伝統を引き継いでく

れることと期待します。



３月１日（水）、６年生がお世話になった先生方を

招待して、お別れ給食会をしました。先生と楽しく会

食したり、子ども一人ひとりが自分にまつわる○×ク

イズを出したりして、大いに盛り上がりました。

小山田小学校長 

【３月の小山田小「定時退校日」について】 ３月１５日（水）です。 

勤務時間外（１６:５５以降）のお問合せなどについては、できるかぎり別日にお願いします

2月27日（月）、西陵中学校の2人の先生を招いて、6年
生の教室で社会科と国語科の授業をしていただきました。

 社会科では、条例とは何かということについて学んだ後

に、グループの形になって自分たちがあったらいいなと思う

条例を考えました。

 国語科では、ひらがな 50音のカードを『いろは歌』の順
に並べ替えて、「ゐ」や「ゑ」のように今と異なる形や音の

かなについても学びました。

 子どもたちは、楽しく授業を受けながら中学校への期待感

を膨らませている様子でした。

中学校の先生からは、「小学生の様子を数回見せていただ

きました。楽しそうな子どもたちがたくさんいて、4月から
楽しみです」とメッセージをいただきました。

中学校の先生が小学校の授業に参加する「乗り入れ授業」は、市内の全中学校区で

進めている「学びの一体化」事業の一環です。 

卒業を前に、6 年生が 1 学年ずつと遊び、楽しい思い出を
つくります。   お兄さん、お姉さん ありがとう！

 1月21日（土）に市内の小学３年生の男子児童が、左折し

てきた大型トラックにはねられる事故があり、残念ながら、

児童の尊い命は失われてしまいました。 

 男子児童は、青信号で自転車横断帯を渡っており、落ち度

はありませんでした。トラックの運転手は、左折時に児童が

いることに気づかず、巻き込んでしまったのです。 

 このように、青信号であっても運転手の不注意により事故

が起こる可能性があります。子どもたちには、周りの状況を

自分の目でよく確かめて、十分に安全を確かめてから横断す

るように心がけてほしいと思います。大切な命を守るために、

細心の注意を払いましょう。 

内輪差（ないりんさ）とは
自動車などがカーブを曲がる際、後輪が前輪よりも

内側になってしまうこと（下の図参照）。

運転者も歩行者も、内輪差を意識していないと、思

わぬ事故に巻き込まれてしまうことがある。


